表現主義映画『朝から夜中まで』 by 上田 浩二
は じ め に







































 2） Karl Heinz Martin とも表記される
 3） Rudolf  Kurtz: „Expressionismus und Film“ 1926/Nachdruck, hrsg. von Christian 




Günther Dahlke und Günter Karl: „Deutsche Spielfilme von den Anfängen bis 














そして 21 世紀に入り DVD が普及したため、東京のフィルムセンター、ミュ
ンヘンの映画博物館ならびにゲーテ・インスティチュートが協力して 2010 年












 6） Günther Dahlke und Günter Karl　a.a.O. 




る能の紹介は 1910 年代半ばに始まり、こうした潮流の中で 1916 年にはイエイ
ツ（William Butler Yeats） は能の影響下に『鷹の井戸』を書く（後の 20 年代
には伊藤道郎がイギリスでこれを踊っている）。また 1921 年にはウェイリー
（Arthur Waley） の “Noh Plays of  Japan” が出版されており、このウェイリー



















 8） Fritz Göttler: „Mann ist Mann – Von morgens bis mitternachts“, In: Begleitheft 



















































































































































































































































































































れる）。こうして、原作の第 1 部と第 2 部では、小さな地方の町の永遠に変わ
らない退屈な日常生活と、大都会の刺激に溢れる浪費的生活がくっきりと対比
される。これに対し映画では、第 1 部を 2 幕に分けたために、こうした対比は
やや明瞭さを欠く。むしろ映画は形式面から見れば、古典的な 5 幕形式をとっ




















13） Gustav Freytag は、古典主義の戯曲を分析し、„Die Technik des Dramas“ （1863）









































これを無視すると、全 5 幕で上映時間 72 分なので一幕平均 15 分弱ということ
になる。DVD にはタイムコードが表示されるので、これにしたがってチェッ
クすると、上述のような場面の入れ替え、カット、挿入によって、実際にほぼ
各幕とも 15 分前後に収まっている。原作のかなり長い第 1 部が第 1 幕と第 2 幕
に分割されているのも幕ごとのバランスと関わっているのであろう。先の対照
表には参考のため原作のおよそのページ数も書き込んであるが、原作の各場面
間にはかなりのアンバランスが見られる。原作の第 1 部は、事実上は 3 場から
なることもあり約 23 頁である。これに対し第 2 部は、場面（Stationen）が多
岐にわたっているため結果として 34 頁になっている。ここからも、意図的に
原作者カイザ－は第 1 幕と第 2 幕の対比に意味づけをしていることがうかがわ
れる15）。すなわち、第 1 部は単調で狭苦しい日常との訣別を決心するまでが扱






































じ女優（Roma Bahn）が 5 役を演じている（第 1 幕・第 2 幕の物乞い女、第 3










































































と、クルツは 1910 年代から 20 年代にかけて文芸・舞台・映画等の評論で名を
馳せ、表現主義映画の擁護者として知られる。また、ドイツで最初の写真入り
映画誌である „Lichtbild-Bühne“ （創刊 1908 年）の編集主幹でもあった。さら
に Ilag Film にも関係しており、これを通じて演出家のマルティンとは近しい
関係であったようだ。クルツは、マルティンが演出した 1915 年のシュテルン
ハイム（Carl Sternheim 1878-1942）の『市民シッペル』（„Bürger Schippel“ 



























18） Kurtz, a.a.O.  S. 43










　ここで、この映画全体の基調を決定する第 1 幕と第 2 幕を中心にその映画的
な特徴を検討しておこう。
















いる。第 1 幕の最後に出納係が金を横領して逃げていくシーンで、朝 10 時だ
というのに背景は夜闇のように暗い。同様に第 2 幕のホテルの入り口も午前
11 時だというのに夜のように照明がついている。あるいは雪の降る野原でも








中央には 9 時を指す時計があしらわれ、その左右に BANK と EXCHANGE
20） この映画の撮影がいつどこで行われたかは定説がないようだが、Inge Degenhardt





















21） Brennicke/Hembus: „Klassiker des deutschen Stummfilms“ Wilhelm Goldmann 






































































































































シーンは、このほかに第 2 幕の第 1 幕と同じ物乞い女、第 3 幕の自分の娘、第
4 幕の娼婦とダンスホールの女、第 5 幕の救世軍の女、と各幕にきちんと一度
ずつある（第 4 幕だけ 2 回）。むろんドクロは死の象徴であり、死神の顔もこ
れである。第 1 幕で最初に女の顔がドクロに変わる前に、「運命だ」との中間






















































































23） Kurtz a.a.O.  S. 51
24） Kurtz a.a.O.  S. 69










ローグだ。このシーンは映画では第 2 幕最後に相当するはずであるが、第 3 幕
の終わりで家を捨てて大都会に向かうところで語られる。長さで言えばレクラ


































































































27） „Filmkurier“ 4. Jg. Nr. 3., 04. 02. 1922. Filmlexikon 2012 からの引用。





























―„VON MORGENS BIS MITTERNACHTS“
Koji UEDA
 Am 3. Dezember 1922 wurde in Tokio der expressionistische, experimentier-
freudige Stummfilm Karlheinz Martins uraufgeführt und löste eine helle Begeiste-
rungswelle unter den Kritikern aus, nachdem der Film in Deutschland außer bei ein 
paar Testvorführungen in keinem einzigen Kino gezeigt worden war.  In den dar-
auf  folgenden turbulenten Jahrzehnten galt der Film als verschollen.  Erst Ende 
der 50-er Jahre tauchte eine Kopie wieder auf  - in Japan.
 Dieser Film wirft interessante Fragen der „Grenzüberschreitungen“ auf  : 
―Warum wurde er über die kulturellen Hürden hinweg, die damals unver-
gleichlich höher als heute waren, vom damaligen Publikum Japans begeistert 
aufgenommen, während in Deutschland kein Kino bereit war, ihn ins Pro-
gramm aufzunehmen?  
―Wie wurde der Film in Deutschland － im Osten erst 40 Jahre nach seiner Fer-
tigstellung und im Westen weitere 20 Jahre danach öffentlich vorgeführt － 
vom jeweiligen Publikum gesehen?
―Wie wird ein einzig und allein aus sprachlichen Mitteln bestehendes Drama 
zu einem Stummfilm, zu einer, abgesehen von wenigen Zwischentiteln, nur 
durch Bilder erzählenden Kunstform umgearbeitet? 
 Dieser Aufsatz befasst sich allerdings der Kürze halber vorwiegend mit den 
letztgenannten filmästhetischen Aspekten. Auf  der einen Seite werden formale Un-
terschiede　－　Einteilung der Akte, Änderung der Reihenfolge, fehlende oder 
hinzugefügte Szenen　－　aufgezeigt; auf  der anderen werden bildhafte Aus-
drucksmöglichkeiten - Architektur und Beleuchtung, Kostüme und Schminke, In-
szenierung und Darstellungsweise　－　untersucht, um „das Filmspezifische“ und 
„das Expressionistische“ an diesem Werk zu beleuchten. 
